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今年もやります！

「若木くるみの制作道場」
7/29㈫～8/31㈰
今年も、毎日新しい作品プランの提案と制作をします。
ぜひ、みなさんも提案してみてはいかがですか。
問坂本善三美術館☎46-5732
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ぜひ、みなさんも提案してみてはいかがですか。
問坂本善三美術館☎46-5732
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６
月
８
日
、
上
田
地
区
を
対
象
に
防
災

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
梅
雨
時
期
を
迎
え
る
前
に
、

大
雨
を
想
定
し
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心

と
し
た
避
難
訓
練
や
情
報
伝
達
訓
練
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
訓
練
、
備
蓄

品
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
一
昨
年
の
阿
蘇
市
を

中
心
と
し
た
九
州
北
部
豪
雨
を
機
に
、
防

災
に
関
す
る
住
民
の
意
識
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
当
日
は
地

元
住
民
約
３
０
０
人
、
関
係
者
を
あ
わ
せ

て
る
と
４
０
０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
、
広
域
消
防
北
部
分
署
に
よ

る
、
応
急
手
当
や
消
火
器
を
使
っ
た
初
期

消
火
の
体
験
講
習
、
煙
体
験
、
地
元
消
防

団
の
放
水
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
良

い
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
環
境
に

い
い
こ
と
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
小
国
の
豊
か
な
自
然

を
守
り
、
次
の
世
代
へ
残
す
た
め
に
、
生

活
の
な
か
で
排
出
し
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
を
抑
え
、
住
み
易
い
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

会
議
で
は
、
町
長
が
委
員
23
名
に
委
嘱

状
を
交
付
し
た
後
、
今
年
度
に
計
画
し
て

い
る
「
環
境
に
い
い
こ
と
」
に
関
す
る
事

業
内
容
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
の
後
国
立
環
境
研
究
所
（
つ
く
ば

市
）
藤
田
壮
氏
に
よ
る
講
演
「
小
規
模
町

村
の
先
進
事
例
」
が
行
わ
れ
、
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
た

め
に
は
、
最
新
技
術
の
導
入
や
行
動
だ
け

で
な
く
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
は
じ
め
て
低
炭
素
な
町

が
で
き
る
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
低
炭
素
な
町
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
町
・
住
民
・
企
業
・
学
校
な
ど
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

小
国
町
防
災
避
難
訓
練
開
催

環
境
に
い
い
こ
と
推
進
会
議
開
催

災害対策本部

消火訓練 避難訓練参加者

① 

環
境
モ
デ
ル
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
作
成

② 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

③ 

環
境
に
や
さ
し
い
農
林
業
の
推
進

④ 

自
然
体
験
・
環
境
交
流
の
実
施　

な
ど

話題
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防災

防災豆知識　　大雨に関する情報と町や住民の対応 NO.8

大雨の状況 気象情報（気象庁より） 町などの対応 住民の行動

雨の強さと被害
1 時間の雨量

10mm以上～20mm未満 やや強い雨 ザーザーと降る

どしゃ降り

バケツをひっくり
返したように降る

滝のように降る
（ゴーゴーと降る）

息苦しくなるような圧迫感
がある。恐怖を感じる。

強い雨

激しい雨

非常に激しい雨

猛烈な雨

20mm以上～30mm未満

30mm以上～50mm未満

50mm以上～80mm未満

80mm以上～

予想用語 想定される被害 人の受けるイメージ（目安）

地面からの跳ね返りで足元がぬれる。
長く続く時は注意が必要。

傘をさしていてもぬれる。側溝や下水、
小さな川があふれ、小規模のがけ崩れ
が始まる。

土砂災害警戒情報
土砂災害の危険度がさらに高まった場合に発表
市区町村長の避難勧告などの発令、住民の自主避難の判
断等の目安となる情報

道路が川のようになる。山崩れ・がけ崩
れが起きやすくなり、危険地帯では避難
の準備が必要。

水しぶきで視界が悪くなる。土石流が起
こりやすい。

大規模な災害が発生する恐れが強い。
厳重な警戒が必要。

記録的短時間大雨情報
数年に一度の記録的な雨が観測されたり、レーダーなどで
解析された場合に発表

大雨に関する気象情報
刻一刻と変化する大雨の状況を発表

大雨警報
大雨の期間、予測雨量、警戒を要する事項などを発表

大雨に関する気象情報
雨の状況や予想を適宜発表

大雨注意報
警報になる可能性がある場合は、その旨予告

●担当職員の連絡体制
を確立する

●気象情報や雨量の状
況を収集する

●防災行政無線などで注
意呼びかけ

●警戒すべき区域の巡視

●避難場所の準備・開設

●必要地域に避難準備
情報発令

●応急対応の態勢を確
立する

●必要地域に避難勧告・
避難指示発令

●避難呼びかけ

●遠方への外出を避ける
●気象情報に気をつける

●テレビ、ラジオ、イン
ターネットなどから最
新の気象情報を入手
する

●窓や雨戸など、家の外
の確認

●避難場所の確認

●非常持出品の点検
●避難の準備をする

●危険な場所に近づか
ない

●日頃と異なったことがあ
れば、役場などへ通報

●避難場所へすぐに避難

大雨に関する気象情報
警報や注意報に先立って発表

約1日程度前
大雨の可能性が高く
なる

半日～数時間前
大雨が始まる、強さ
が増す

大雨が一層激しくなる

数時間～2時間前

記録的な大雨発生

被害拡大が心配さ
れる
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町
内
各
地
域
か
ら
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、小
国
町
体
育

協
会
主
催
の
第
47
回
３
０
０
歳
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５

月
29
日
か
ら
林
間
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
日
程
８
日
間
の
大
会
で
し
た
が
、雨
天
順
延
が
続
き
、

１
週
間
ほ
ど
長
引
き
ま
し
た
。試
合
方
法
は
昨
年
度
に
続

き
、Ａ
・
Ｂ
の
２
ラ
ン
ク
制
で
開
催
し
、Ａ
ラ
ン
ク
決
勝
戦

は
、昨
年
度
、Ａ
ラ
ン
ク
準
優
勝
の
上
４
と
、Ｂ
ラ
ン
ク
優

勝
の
下
一
ぎ
ん
な
ん
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、初
回
に
１
点
ず
つ
取
り
同
点
の
ま
ま
ゲ
ー
ム

は
進
み
、お
互
い
一
歩
も
引
か
ぬ
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
。試
合
が
動
い
た
の
は
中
盤
か
ら
終
盤
に
か
け
て
上
４

が
追
加
点
。追
う
立
場
と
な
っ
た
下
一
ぎ
ん
な
ん
も
一
時
は

同
点
に
お
い
つ
き
ま
し
た
が
、そ
の
裏
す
か
さ
ず
上
４
が

２
点
を
加
え
、接
戦
の
末
、上
４
が
４
対
２
で
逃
げ
切
り
優

勝
し
ま
し
た
。

　

一
方
、Ｂ
ラ
ン
ク
決
勝
戦
は
、ワ
イ
タ
ー
ズ
対
団
地
志
屋

ホ
ー
ニ
ッ
ツ
と
の
対
戦
で
し
た
が
、団
地
志
屋
ホ
ー
ニ
ッ
ツ

が
棄
権
し
、ワ
イ
タ
ー
ズ
が
不
戦
勝
で
優
勝
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
委
員
、審
判
員
、各
チ
ー
ム
の
世
話
人
、参
加

さ
れ
た
チ
ー
ム
の
皆
様
、大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
Ａ
ラ
ン
ク
】

　

優　

勝　

上
４

　

準
優
勝　

下
一
ぎ
ん
な
ん

　

３　

位　

殿
町
・
新
橋
愛
好
会

【
Ｂ
ラ
ン
ク
】

　

優　

勝　

ワ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

団
地
志
屋
ホ
ー
ニ
ッ
ツ

　

３　

位　

倉
原
バ
ッ
カ
ス
・
Ｏ
Ｈ
宮
一

　
「
人
」で
い
ら
れ
る
。人
が
人
と
し

て
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
は
誰
も
の
願

い
で
あ
り
、日
頃
忘
れ
か
け
て
い
た
こ

と
を
再
確
認
す
る
場
と
も
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、両
町
の
教
職
員
を
始
め
、

行
政
関
係
者
な
ど
約
１
１
０
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
、午
後
３
時
か
ら
Ｊ
Ａ
阿

蘇
小
国
郷
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー
で
小
国

郷
人
権
教
育
研
究
協
議
会
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、社
会
福
祉
法
人 

総
合
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
た
い
め
い
苑「
小
島
隆
幸
」

副
施
設
長
を
お
迎
え
し
、「
高
齢
者
福
祉

施
設
に
お
け
る
人
権
を
尊
重
し
た
援
助

に
つ
い
て
」と
題
し
、自
身
が
こ
れ
ま
で

実
践
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
分
か
り
や
す

く
話
さ
れ
、ま
た
、参
加
者
へ
も
問
い
か

け
を
さ
れ
な
が
ら
の
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

相
手
の
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が「
生

き
る
力
」と
な
り
、大
切
と
思
え
る
か
ら

第
47
回
３
０
０
歳
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

小
国
郷
人
権
教
育
研
究
協
議
会
講
演
会
開
催

話題

Bランク（ワイターズ） Aランク（上４）
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地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
の

「
所
有
者
」、「
地
番
」、「
地
目
」、「
境
界
」

を
調
査
し
、
境
界
の
測
量
と
面
積
を
測
定

す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
大
字
黒
渕
地
区
の
一
部
の

土
地
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
う
予
定

で
す
。

　

本
年
度
の
調
査
予
定
地
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
「
土
地
所
有
者
」
の
皆
様
に
は
、
個
別

に
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
現
地

立
ち
会
い
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
立
会
い
後
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
筆
ご
と
に
、測
量
を
行
い
ま
す
の
で
、

作
業
員
の
土
地
へ
の
立
入
や
、
測
量
基
準

杭
の
設
置
に
つ
い
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

■
昨
年
度
、
現
地
調
査
（
黒
渕
地
区
）

を
行
っ
た
地
域
に
つ
い
て
、
測
量
が
終
了

し
ま
し
た
の
で
、
図
面
等
の
確
認
閲
覧
を

行
い
ま
す
。

　

閲
覧
は
、
７
月
中
旬
よ
り
行
う
予
定
で

す
。

　

関
係
の
皆
様
に
は
、
ご
連
絡
を
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
閲
覧
期
間
中
に
ご
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
：
開
発
セ
ン
タ
ー

問
税
務
課
地
籍
係　

☎
４
６ｰ

２
１
３
０

　

７
月
と
８
月
の
２
か
月
間
は
夏
休
み
に

入
る
こ
と
も
あ
り
、
青
少
年
の
生
活
リ
ズ

ム
が
乱
れ
、
非
行
に
陥
り
や
す
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
の
実

情
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
動
に
、
あ
な
た

も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
県
で
は
、
以
下
の
重
点
目
標
に

つ
い
て
様
々
な
施
策
や
諸
行
事
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

◎  

期
間　

７
月
と
８
月
の
２
か
月
間

◎  

重
点
目
標

①   

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非
行

及
び
犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推
進

② 

有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

③ 

薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

④  

不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行
（
犯

罪
）
等
の
防
止

⑤ 

再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

⑥  

い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動

へ
の
対
応

⑦   

青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害

の
防
止

非
行
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
29
日
～
８
月
31
日
、昨
夏
、坂

本
善
三
美
術
館
で
一
大
旋
風
を
巻
き

起
こ
し
た「
若
木
く
る
み
の
制
作
道

場
」が
、皆
さ
ん
の
熱
い
要
望
に
応
え

て
今
年
も
帰
っ
て
き
ま
す
。

　
「
制
作
道
場
」と
題
さ
れ
た
こ
の
展

覧
会
で
は
、毎
日
１
つ
ず
つ
新
し
い
作

品
プ
ラ
ン
を
提
案
・
制
作
し
ま
す
。そ

の
模
様
は
、昨
年
お
ぐ
チ
ャ
ン
で
ご
覧

に
な
っ
て
、そ
の
お
も
し
ろ
さ
に
度
肝

を
抜
か
れ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、果
た
し
て
今
年
は
そ
れ
を

超
え
ら
れ
る
の
か
。期
待
に
応
え
ら
れ

る
の
か
。

　

そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
掲
げ

ら
れ
た
今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
自
問

他
答
」。ど
う
や
ら
若
木
と
し
て
は
、

自
分
で
出
し
た
問
い
の
答
え
を
皆
さ

ん
に
求
め
る
た
く
ら
み
の
よ
う
で
す
。

し
か
し
こ
の
奇
妙
な
言
葉
は
、来
場

し
た
み
な
さ
ん
が
作
品
を
見
て
、笑
っ

て
、参
加
し
て
、時
に
は
酷
評
し
、時

に
は
感
動
す
る
、そ
の
す
べ
て
が
絡
み

合
っ
て
で
き
あ
が
る「
制
作
道
場
」の

姿
そ
の
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
こ
の
場
に
立
ち

会
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆『
地
籍
調
査
事
業
』に

　
　
　
　
　

  

ご
協
力
く
だ
さ
い
☆

夏
の
青
少
年
県
民
育
成
総
ぐ
る
み
運
動

今
年
も
や
り
ま
す

　
　

   「
若
木
く
る
み
の
制
作
道
場
」

【
大
字
黒
渕
地
区
の
一
部
】

位
河
内
、杉
平
、杉
平
向
、弥
太
郎
谷
、

笹
尾
、玉
洗
、手
水
野
、西
小
竹
、田
台
、

獺
、神
ノ
前
、柳
迫
、花
ノ
木
、室
原
、

長
瀬
、以
上
で
す
。

話題
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当
組
合
の
決
算
期
は
５
月
末
で
す
。
昨

年
期
は
出
材
・
単
価
と
も
良
好
で
し
た
。

本
年
度
も
計
画
的
に
販
売
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
６
月
の
梅
雨
時
期
に
入
っ
た

も
の
の
雨
が
降
ら
な
い
日
々
が
続
き
今
の

と
こ
ろ
、
入
荷
も
安
定
し
て
い
ま
す
。
市

況
に
つ
い
て
他
の
市
場
で
は
８
千
円
台
後

半
の
平
均
単
価
と
の
情
報
が
あ
り
ま
す

が
、
当
市
場
に
お
い
て
は
１
万
円
台
を

保
っ
て
い
ま
す
。
高
値
販
売
の
た
め
情
報

収
集
や
新
規
販
売
先
の
開
拓
を
含
め
、
今

後
も
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
記
念
市
な
ど
も
開
催
し
、
有
利
販
売
が

で
き
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
更
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

184

木
材
価
格
の
状
況

平
成
26
年
度
総
代
会
開
催
！

災
害
に
つ
い
て

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 6 月 2 日 6 月 16 日
販　売　数　量 1,652㎥ 1,601㎥
販　売　金　額 16,708 千円 16,116 千円
総　　平　　均 11,109 円 10,063 円

樹種 長さ 直 径 11,106 円 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 9 ～ 13 8,700 8,790 8,060 9,100
14 11,910 11,910 11,100 11,510

16 ～ 18 12,830 13,390 11,150 11,890
20 ～ 22 13,600 14,100 13,140 13,890
24 ～ 28 13,520 13,990 13,820 14,600
30cm 上 11,870 15,000 12,920 15,000

3m

 9 ～ 13 7,500 7,500 7,490 7,490
14 12,600 12,600 10,390 10,390

16 ～ 18 12,000 14,000 11,950 13,000
20 ～ 22 12,750 14,000 11,650 13,000
24 ～ 28 13,200 13,400 12,750 13,600
30cm 上 12,800 15,000 13,340 14,200

2m 16cm 上 5,000 5,000 5,000 5,000

6m
14 ～ 18 ―― ―― 15,000 19,000
20 ～ 28 ―― ―― 14,620 19,000
30cm 上 ―― ―― ―― ――

桧
4m

10 ～ 16 ―― ―― ―― ――
18cm 以上 ―― ―― ―― ――

6m 30cm 以上 ―― ―― ―― ――

　

平
成
25
年
度
事
業
も
５
月
31
日
を
も
っ

て
終
了
と
な
り
ま
し
て
、
当
組
合
の
利
益

も
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
様
を
始
め
と
す
る
林
家
の
方
々
に

は
御
協
力
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
。
平
成
26
年
度

総
代
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
致
し
ま

す
。
組
合
員
の
方
々
の
多
く
の
参
加
の
程

宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

　

７
月
30
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
台
風
や
大
雨
に

よ
る
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
山　

林
）

　

① 

台
風
で
木
が
幹
折
れ
、根
返
り
し
た
。

　

② 

豪
雨
、洪
水
に
よ
る
土
砂
崩
れ
・
陥
没
。

（
作
業
道
）

　

① 

法
面
が
崩
壊
し
て
い
る
。

　

②  

敷
き
砂
利
や
路
面
の
土
が
流
さ
れ
て

い
る
。通
行
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は

森
林
組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

  

森
林
組
合
事
務
所　

☎
４
６ｰ

２
４
１
１

　
　
　
　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
６ｰ

５
４
７
４

品種 種別 今回取 
引頭数

平均取引価格

今回 前回 増減

あか
雌 14 410,400 415,228 -4,828 

去勢 17 463,955 445,458 18,497 

黒
雌 7 435,549 414,055 21,494 

去勢 6 475,200 488,160 -12,960 

計 44 ―― ―― ――

平成 26 年 6 月 5 日　小国家畜市場結果

産業
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５
月
30
日
、
高
校
総
体
・
総
合
文
化
祭

開
会
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
総
体
に
は
、
弓
道
部
、
卓
球
部
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

バ
レ
ー
部
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
陸
上
部
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
部
は
男
子
が
第
二
高
校
に
５

対
０
で
勝
ち
、
女
子
が
八
代
清
流
に
３
対

０
で
勝
ち
、
と
も
に
優
勝
を
飾
っ
て
い
ま

す
。
６
月
20
日
か
ら
鹿
児
島
県
で
始
ま
る

九
州
大
会
へ
向
け
、
さ
ら
に
練
習
に
熱
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
合
文
化
祭
に
は
、
美
術
部
、
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
部
、
科
学
部
、
家
庭
部
、
情

報
処
理
部
、
吹
奏
楽
部
・
茶
道
華
道
部
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

美
術
部
は

《
○
△
□
》

と
い
う
テ
ー

マ
で
作
品
を

出
品
し
ま
し

た
。
丸
い
も

の
が
四
角

だ
っ
た
ら
、

四
角
の
も
の

が
三
角
だ
っ

た
ら
と
い
う

発
想
を
も
と

に
完
成
さ
せ
た
作
品
で
す
。
大
舞
台
に
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、
飾
ら
れ
た
作
品
を

前
に
笑
顔
が
出
て
い
ま
し
た
。

小
国
高
校
躍
進
中
で
す

攻める小国高校

文化部員

思わず笑顔

男女優勝
揃って表彰式

阿蘇世界文化遺産リレーコラム  ～ 守っていきたいわがまちの景観と人  々～

　今回は「人々が住み続ける　南阿蘇村」と題して、村の歴史について少しお話します。
　南阿蘇村では、古来より火山の麓で生活を営む知恵や工夫を重ね、現在では約 11,700 人もの人々が生活を
営まれています。
　さて、私たちの先祖かもしれない大昔の人々の生活はどのようなものだったのでしょうか？そのことを知る手
立てとして、工事等に伴う埋蔵文化財の発掘調査があります。
　平成 11 年～平成 12 年に実施した『南鶴遺跡』の発掘調査では、かなり大きな集落があったことが確認さ
れました。この遺跡は吉田地区に広がる弥生時代後期～晩期（今から約 2,000 年前）にかけての集落跡で、
調査では当時の住居（竪穴式住居）が約 100 棟も確認されました。
　住居の他にも大量の土器やお墓、大きな集落を取り囲む溝（環濠）も確認されていることから、少なくとも
約 2,000 年前から人々の営みが行われ、現在につながる景観が形成されてきたことがわかります。
　このように、先人から受け継いできた南阿蘇村を後世に残し、世界の阿蘇として守り続けて行きましょう。
　◆次回のコラムは、西原村が担当します

　世界文化遺産登録をめざす「阿蘇」では、素晴らしい価値・魅力を未来に守り継い
でいくために、火山と人々の共生を示す資産について、文化財国指定を進めています。
　これまでの取組みにより、米塚や草千里ヶ浜等の文化財国指定を実現させてきたとこ
ろですが、去る 6 月 20 日に、熊本城下から大分の豊後鶴崎へと至る「豊後街道」に
ついて、追加指定を受けました。
　既に豊後街道は、昨年 7 月に阿蘇市と産山村に存在する街道の一部（計 4.4㎞）が
指定を受けていますが、今回は阿蘇市車帰の二重峠地区について、指定範囲が延長（0.8
㎞）される形となります。
　今年度はさらに、阿蘇の草原を中心とした「文化的景観」を文化財として守り継い
でいくための取組みを進めていくこととしています。

担当：南阿蘇村

南鶴遺跡全景

「 世 界 遺 産 こ ぼ れ 話 」Vol.13 －文化財国指定が進んでいます！－

コラム第 22 回                  人々が住み続ける　南阿蘇村

教育
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小
国
公
立
病
院
広
報
委
員
会

　

当
院
は
、
4
月
に
医
師
不
足
の
危
機

を
何
と
か
乗
り
越
え
た
ば
か
り
で
し
た

が
、
今
度
は
看
護
師
不
足
が
深
刻
に
な

り
ま
し
た
。

　

6
月
11
日
に
、
全
職
員
を
一
堂
に
集

め
て
、
坂
本
院
長
よ
り
現
在
の
看
護
師

不
足
の
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
夏
に
3
名
の
看
護
師
が
、
病

院
か
ら
離
れ
る
事
と
な
り
、
国
が
定
め

た
病
棟
の
看
護
師
の
数
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
職
員

募
集
を
か
け
た
が
、
現
状
新
し
い
看

護
師
は
１
人
し
か
確
保
で
き
て
い
な

い
。
こ
の
看
護
師
不
足
の
状
況
が
継
続

す
れ
ば
、
病
院
は
平
成
24
年
7
月
に
以

下
の
選
択
肢
か
ら
ど
れ
か
を
選
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
１
）
2
階
病
棟
を

閉
鎖
し
て
、
75
床
を
45
床
に
縮
小
す
る

（
２
）
病
棟
の
数
は
減
ら
さ
ず
、
看
護

基
準
を
下
げ
る
。（
３
）
外
来
の
看
護

師
を
減
ら
し
て
、
病
棟
の
看
護
師
減
を

埋
め
る
。
い
ず
れ
の
選
択
肢
を
と
っ
て

も
、
数
千
万
円
規
模
の
病
院
の
減
収
と

と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
で

き
る
医
療
資
源
の
著
し
い
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。こ
の
状
況
を
打
開
す
る
為
に
、

知
り
合
い
の
看
護
師
を
紹
介
し
て
欲
し

い
。」

　

今
年
度
末
に
は
、
定
年
退
職
の
看
護

師
が
数
名
控
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
他

の
部
署
も
退
職
者
も
今
後
続
出
し
ま

す
。
公
立
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
は
深

刻
で
、
存
在
し
続
け
る
た
め
に
は
、
な

ん
ら
か
の
カ
ン
フ
ル
剤
が
必
須
の
状
況

で
す
。

　

小
国
郷
の
医
療
資
源
が
減
少
す
る
こ

と
は
、
こ
の
町
に
安
心
し
て
住
め
る
人

が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
何

よ
り
も
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
人
生
を
終

え
る
こ
と
さ
え
も
、
ま
ま
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
病

院
の
問
題
だ
け
で
は
留
ま
ら
な
い
問
題

な
の
で
す
。
町
の
生
活
・
文
化
を
ま
も

る
為
に
は
、
医
療
の
存
在
は
必
要
条
件

で
す
。
公
立
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
解

消
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご

協
力
が
必
要
で
す
。
病
院
と
し
て
、
ス

タ
ッ
フ
確
保
に
日
々
努
力
し
て
お
り
ま

す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
も
知
り
合
い

の
医
療
関
係
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
是
非
一
言
お
声
か
け
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

小
国
公
立
病
院
の
看
護
師
不
足
が

深
刻
な
状
況
に

小
国
公
立
病
院
待
遇
委
員
会

　

小
国
公
立
病
院
の
接
遇
委
員
会
は
、
病

院
の
組
合
長
で
も
あ
る
北
里
町
長
の
命
に

よ
り
、
公
立
病
院
に
設
立
し
ま
し
た
。　

　

４
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
年

に
数
回
の
職
員
接
遇
研
修
を
行
い
、
ス

タ
ッ
フ
の
接
遇
向
上
を
行
う
と
と
も
に
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
病
院
の

接
遇
改
善
に
繋
げ
よ
う
と
、
昨
年
よ
り
ご

意
見
箱
を
設
置
し
、
頂
い
た
ご
意
見
に
対

し
て
対
応
・
返
答
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
な
り
、
接
遇
委
員
会
が
新
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
の

流
れ
を
組
み
な
が
ら
も
、「
お
も
て
な
し

の
心
」
を
目
に
見
え
る
形
に
し
て
、
利
用

者
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
よ
う
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

都
会
の
医
療
の
接
遇
と
は
異
な
っ
た
「
小

国
ら
し
い
接
遇
」
を
目
指
し
、
挨
拶
・
表

情
・
身
だ
し
な
み
・
言
葉
遣
い
・
態
度
な

ど
に
つ
い
て
、
評
価
・
改
善
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
患
者
様
・
ご
家
族
の
み
な

ら
ず
、
病
院
に
出
入
り
さ
れ
る
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
、
業
者
の
方
々
に
と
っ
て

も
居
心
地
の
よ
い
空
間
が
作
れ
る
様
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
ス
タ
ッ
フ
を
あ
げ
て
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
や
態
度
に
関
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
は
、
外
来
・
病
棟
・
老
健

に
設
置
さ
れ
て
い
る
、「
く
ま
モ
ン
ご
意

見
箱
」
に
投
函
し
て
下
さ
い
。

小
国
ら
し
い
接
遇
を

福祉

　

水
が
な
く
て
も
口
の
中
で
さ
っ
と
溶
け

て
飲
め
る
薬
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
「
口
腔
内
崩
壊
錠
」
と
い
い
ま

す
。

　

少
し
薬
が
飲
み
づ
ら
い
な
と
思
っ
て
い

る
方
で
も
楽
に
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
が
手
元
に
な
く
て
も
「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」
飲
め
る
薬
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
水
と
一
緒
に
飲
ん
で
も
効
果

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

便
利
な
反
面
、
そ
の
特
性
か
ら
普
通
の

錠
剤
と
比
べ
て
吸
湿
し
や
す
く
壊
れ
や
す

い
と
い
う
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
は
湿
気
を
避
け
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

口
内
崩
壊
錠（O

D

錠
：O

ral　

D
isin

tegran
t

）

知るほど　　なるほど！

★
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

170

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

233

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

水
の
事
故
に
注
意

　

梅
雨
が
終
わ
り
暑
く
な
る
と
、
プ
ー

ル
や
海
水
浴
等
で
水
に
接
す
る
機
会
が

増
え
て
く
る
季
節
で
す
の
で
、
水
の
事

故
に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

上
田
地
区
防
災
訓
練

　

６
月
６
日
、
旧
万
成
小
学
校
で
上
田

地
区
自
主
防
災
組
織
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

人
が
倒
れ
た
時
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
展
示
や
、
教
室
の

一
室
を
煙
で
充
満
さ
せ
た
煙
体
験
に
、

消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
の
方
法
を

実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
上
田
地
区
の
多
く
の
人
が
参

加
し
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て
訓
練
を

行
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
地
区
で
も

救
急
講
習
や
防
災
講
習
な
ど
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

公
民
館
や
集
会
所
な
ど
少
人
数
で
の

受
講
も
可
能
で
す
の
で
、
北
部
分
署
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
に
お
け
る

　
　
　
　

少
年
の
非
行
防
止

　

こ
れ
か
ら
、
夏
休
み
を
迎
え
、
開
放

感
や
気
の
緩
み
か
ら
非
行
に
走
る
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
次
の
点
に
注

意
し
て
、
非
行
の
「
兆
し
」
を
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
行
い
非
行
の

未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

【
非
行
の
兆
し
】

○
行
先
も
告
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、
帰

宅
時
間
が
遅
く
な
る

○
深
夜
外
出
、
無
断
外
泊
が
多
く
な
る

○
嘘
を
つ
い
た
り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
落

ち
着
き
が
な
く
な
る

○
付
き
合
う
友
達
が
変
わ
り
、
服
装
が

派
手
に
な
っ
た
り
、
化
粧
を
す
る

○
片
時
も
携
帯
電
話
を
離
そ
う
と
せ

ず
、
使
用
時
間
も
長
く
な
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
ど
も

に
有
害
な
情
報
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
（
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
等
）
や
無
料

通
話
ア
プ
リ
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
と

知
り
合
い
、
様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
サ
イ

ト
利
用
者
の
中
に
は
、
犯
罪
を
た
く
ら

む
人
物
が
い
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
ま

し
ょ
う
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
未
然

に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

～
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン
～

◇
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
６ｰ

３
８
４ｰ

４
９
７
６

◇
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０ｰ

０
２
４
９
７
６

予
防
点

◦
子
ど
も
だ
け
で
は
行
か
な
い
。

◦
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

◦
天
候
は
必
ず
確
認
す
る
。

も
し
も
事
故
に
遭
遇
し
た
ら

◦
一
人
で
助
け
よ
う
と
せ
ず
、付
近

の
人
に
助
け
を
求
め
る
。

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ロ
ー
プ
、長
い

棒
を
使
っ
て
助
け
る
。

【
保
護
者
の
役
割
と
し
て
】

◦
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
す
る

◦
携
帯
電
話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
用
に
関
し
て
ル
ー
ル
を
決
め
る

★
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
め
た
携
帯

電
話
使
用
に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止
★

防災・防犯

通報・相談先 
46-2110



後期高齢者医療の被保険者の方へ
「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新のお知らせ

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」の
更新の手続き等のお知らせ

国民健康保険の被保険者の方へ

　現在お持ちの保険証（オレンジ色）の有効期限は、平成26年7月31日までとなっています。
　新しい保険証（水色）は、7月中に簡易書留で郵送いたしますので、平成26年 8月1日からは新しい
保険証（水色）をお使いください。
　新しい保険証（水色）に記載してある一部負担金の割合は、平成26年度の市町村民税の課税所得を
もとに判定しています。
　なお、現在お持ちの保険証（オレンジ色）は、平成26年 8月1日以降に、ご自身で破棄して頂くか、
小国町役場福祉課へお返しください。

■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（オレンジ色）をお持ちの方
　平成26年7月31日で有効期限が切れますので、新しい「限度額適用 ･ 標準負担額減額認定証」
　（水色）を7月中に郵送します。8月1日からご使用ください。
■新しく申請が必要な方
　�所得区分Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちでない方は、外来および入
院で受診される際に、この認定証が必要となりますので、市町村の担当窓口に申請してください。

【申請に必要なもの】　○後期高齢者医療被保険者証　　○印かん

　現在お持ちの保険証の有効期限は、平成26年7月31日までとなっています。
　新しい保険証は、7月中に簡易書留で郵送いたしますので、平成26年 8月1日からは新しい保険証
をお使いください。
　社会保険に加入されている方に国民健康保険の被保険者証が届いた場合は国民健康保険喪失の手続
きが必要となりますので、小国町役場福祉課に届出てください。手続きには社会保険の保険証と印鑑が
必要です。
　また、社会保険の資格を喪失されている方で、国民健康保険の加入の手続きをされていない場合も届
出が必要です。手続きには社会保険資格喪失証明書等（資格喪失日がわかるもの）と印鑑が必要です。

「国民健康保険被保険者証（兼高齢受給者証）」の更新のお知らせ

【お問い合わせ先】小国町役場　福祉課　健康支援係　☎ 46-2116

同一世帯の後期高齢者医療被保険者のう
ち、市町村民税の課税所得が145万円
以上ある方がいる世帯の被保険者

※�新しい保険証は裏面に臓器提供意思表示ができるようになりましたので、臓器提供の意思表示をす
る際は、ボールペンで記入してください。なお、個人情報保護のためのシールを担当窓口に用意し
ておりますので、詳しくは、小国町役場福祉課へお問合せください。

一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

3　割

上記条件に該当しない世帯の被保険者
一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

1　割

【一部負担金の割合】

福祉

10OGUNI 2014.7



　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん

が
病
気
や
け
が
な
ど
を
し
た
と
き
に
、
い
つ

で
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、

医
療
費
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め

に
保
険
税
を
出
し
合
い
、
必
要
な
医
療
費
に

充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

７
月
は
国
民
健
康
保
険
の
本
算
定
で
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
昨

年
中
の
所
得
、
本
年
の
固
定
資
産
税
、
今
現

在
の
被
保
険
者
数
等
で
、
今
年
度
の
保
険
税

年
税
額
を
算
定
す
る
こ
と
で
す
。　
　

　

税
率
に
つ
い
て
は
、
運
営
協
議
会
の
答
申

に
よ
り
、
「
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
・
介
護
分
」
の
合
計
で
、
昨
年
同
様
据
え

置
き
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
課
税
限
度
額

に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
額
で
す
。

◇ 

平
成
26
年
度
よ
り
地
方
税
法
の
改
正
に　

伴
い
、
後
期
高
齢
者
支
援
均
分
・
介
護
分

の
課
税
限
度
額
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

「
医
療
分
」

　

・
所
得
割　

７
％

　

・
平
等
割　

２
万
３
千
円

　

・
資
産
割  

資
産
税
額
の
27
・
２
％

　

・
課
税
限
度
額　

51
万
円

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

　

・
所
得
割　

１
・
５
％

　

・
均
等
割　

４
千
５
百
円

　

・
平
等
割　

５
千
円

　

・
資
産
割  

資
産
税
額
の
６
・
８
％

　

・
課
税
限
度
額

　
　
　
　

14
万
→
16
万
円
へ

「
介
護
分
」

（
40
～
65
歳
未
満
の
方
の
み
）

　

・
所
得
割　

１
・
８
％

　

・
均
等
割　

１
万
４
千
円

　

・
課
税
限
度
額　

　
　
　
　

12
万
→
14
万
円
へ

◇
保
険
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

前
年
中
の
世
帯
の
総
所
得
が
、
法
令
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
所
得
基
準
を
下
回
る
世
帯
に

つ
い
て
は
、
保
険
税
の
均
等
割
と
平
等
割
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

◇ 

26
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
５
割
・
２
割

軽
減
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

（
軽
減
の
該
当
者
は
、
本
算
定
時
に
４
月
期

に
遡
っ
て
均
等
割
、
平
等
割
が
年
税
額
か
ら

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◇ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う

軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
こ
と
で
、
国
保
の
被
保
険
者
が
一
人
世

帯
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、
平
等
割
額
が
５

年
間
二
分
の
一
減
額
。
ま
た
平
成
25
年
度
以

降
、
継
続
し
て
5
年
経
過
後
も
３
年
間
平
等

割
が
四
分
の
一
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯

で
世
帯
構
成
及
び
収
入
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば

移
行
前
と
同
様
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
軽
減
の
該
当
者
は
、
本
算
定
時
に
４
月
期

に
遡
っ
て
均
等
割
、
平
等
割
が
年
税
額
か
ら

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◇ 

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
へ
の

軽
減

　

例
え
ば
、
夫
婦
二
人
世
帯
で
夫
（
75
歳
以

上
）
が
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

場
合
、
夫
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
妻
一
人
が
国
保
の
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
（
65
～
74
歳
の
方
に
限
る
）
は
、

国
保
の
保
険
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
（
該
当

者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
）

◇
非
自
発
的
失
業
者
の
方
へ
の
軽
減

　

対
象
者
は
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、

会
社
が
倒
産
・
解
雇
等
の
理
由
に
よ
り
離
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
で
、
雇
用
保
険
の
特

定
受
給
資
格
者
・
特
定
理
由
資
格
者
に
該
当

す
る
65
歳
ま
で
の
方
で
す
。
保
険
税
の
算
定

及
び
軽
減
判
定
に
お
い
て
使
用
す
る

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30

と
み
な
し
て
算
定
し
、
離
職
日
の
翌

日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
軽
減

し
ま
す
。
国
保
加
入
時
に
、
「
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
」
で
確
認
し
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
皆
様
の

ご
協
力
や
ご
理
解
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
健
全
に
運
営
さ
れ
る
制
度
で
す
。

皆
様
に
納
め
て
頂
い
て
い
る
保
険
税

と
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
、
町
か

ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
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◇
小
国
町
商
店
街
空
き
家
対
策
事
業　

　

商
店
街
の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
、
人
が
回

遊
す
る
空
間
を
つ
く
る
取
り
組
み
で
す
。
個

人
・
法
人
の
進
出
を
支
援
す
る
た
め
、
予
算
の

範
囲
内
で
出
店
か
ら
３
年
間
、
家
賃
を
補
助
し

ま
す
。

　

な
お
、
審
査
は
商
工
会
で
実
施
し
ま
す
。

◎
補
助
内
容　

家
賃
の
二
分
の
一
補
助
で
上
限
５
０
、
０
０
０
円
。

◇
小
国
町
商
店
街
等
お
も
て
な
し
事
業

　

町
内
の
法
人
、
個
人
の
施
工
業
者
が
行
う
工

事
で
、
店
内
の
改
装
、
た
た
み
替
え
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
Ｕ
Ｄ
に
取
り
組
み
、
飲
食
小
売

サ
ー
ビ
ス
、
宿
泊
業
の
お
も
て
な
し
対
策
に
つ

い
て
補
助
を
し
ま
す
。　
　

◎
補
助
内
容　
　

　

二
分
の
一
補
助
で
30
万
以
上
の
工
事
と
し
、

上
限
50
万
と
す
る
。

◇
小
国
町
創
業
支
援
事
業　

　

小
国
町
で
商
工
業
を
創
業
す
る
場
合
に
補
助

を
行
い
ま
す
。

　

要
件
と
し
て
は
、
１
年
以
上
の
開
業
と
申
告

を
行
う
こ
と
。
小
国
町
に
住
民
票
を
移
し
、
生

活
の
拠
点
と
な
る
こ
と
。

◎
補
助
内
容

　

一
律
30
万
補
助

◇
北
九
州
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
客

　

誘
致
事
業

　

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
連
携
関
連
事
業
で
、
北

九
州
の
市
民
が
エ
コ
活
動
を
展
開
し
た
結
果
、

市
発
行
の
エ
コ
マ
ネ
ー
を
１
、
０
０
０
円
分
宿

泊
オ
フ
セ
ッ
ト
と
し
て
、
事
業
参
加
の
宿
泊
温

泉
施
設
で
宿
泊
し
て
も
ら
い
ま
す
。
（
9
月
予

定
）

◎
補
助
の
内
容　

　

北
九
州
の
エ
コ
マ
ネ
ー
１
、
０
０
０
円
相
当

を
商
工
会
経
由
で
宿
泊
温
泉
施
設
へ
補
助
し
ま

す
。　

詳
細
は
、
小
国
町
商
工
会
及
び
役
場
産

業
課
ま
で

　

問
小
国
町
商
工
会　

☎
４
６-

３
６
２
１　

　

問
役
場
産
業
課　
　

☎
４
６-

２
１
１
２

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！　

　

梅
雨
頃
か
ら
夏
季
に
か
け
て
、
蒸
し
暑

く
な
り
熱
中
症
が
増
え
る
季
節
で
す
。
熱

中
症
は
高
温
・
多
湿
な
環
境
で
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
高
温
・
多
湿
な
環
境
で

は
、
体
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
や
す
く
な
り
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
で

き
ず
、
体
に
熱
が
こ
も
っ
て
頭
痛
や
発

熱
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、
ひ
ど
い
時
に
は

意
識
障
害
な
ど
様
々
な
症
状
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
熱
中
症
は
、
突
然
気
温
が

上
が
っ
た
梅
雨
明
け
の
7
月
・
8
月
の
蒸

し
暑
い
日
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
、
屋
内
で
も
熱
中
症
は

お
こ
り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い

！？

　

子
ど
も
は
体
温
調
節
が
ま
だ
十
分
に
発

達
し
て
い
な
い
の
で
、
体
に
熱
が
こ
も
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
面
に

近
い
ほ
ど
気
温
は
高
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
は
お
と
な
よ
り
も
3
度
は
高
い
気
温
を

感
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
が
体
に
溜
ま
り
や
す
い
こ
と
、
気
温

を
高
く
感
じ
る
こ
と
で
熱
中
症
に
か
か
り

や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
訳
で
す
。

特
に
、
0
～
4
歳
の
お
子
さ
ん
は
熱
中
症

に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
熱
中
症
が
お
こ
り
や
す
い
環
境　

・
気
温
・
湿
度
が
高
い
と
き

・
風
が
な
い
と
き

・
急
に
暑
く
な
っ
た
と
き

・
日
差
し
・
照
り
返
し
が
強
い
と
き

・
激
し
い
運
動
に
よ
っ
て
体
内
に
著
し
い

　

熱
が
生
産
さ
れ
た
と
き

・
暑
い
環
境
に
体
が
十
分
に
対
応
で
き
て

　

い
な
い
と
き

◆
予
防
方
法

　

特
に
温
調
節
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
・

乳
幼
児
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
の
補
給
を
し　

　

ま
し
ょ
う
。

②
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手
に
活
用
し

　

ま
し
ょ
う
。

③
風
と
お
し
の
よ
い
吸
湿
・
速
乾
の
服
装

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

④
野
外
活
動
時
は
こ
ま
め
に
休
憩
を
と

　

り
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

◆
熱
中
症
を
疑
っ
た
時
の
対
処
方
法

① 

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、で
き
れ
ば

ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
る
室
内
で
衣
服

を
ゆ
る
め
、休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

② 

体
に
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
あ
て
る
な
ど
し

て
、体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

③
水
分
・
塩
分
の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

自
力
で
水
分
が
と
れ
な
い
と
き
は
、す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

小
国
町
の
商
工
振
興
策
の
紹
介（
７
月
〜
）
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保健産業・福祉

保
健
師

　
だ
よ
り
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募集・お知らせ

平成26年度小国町職員採用試験案内
◇試験職種及び採用予定人数
　一般事務・・・５人程度
　建　築・・・・１人程度
　保育士・・・・３人程度
　管理栄養士・・1人程度

◇受検資格
　【一般事務】　
　　高校卒業程度の人で、昭和57年4月2日から
　　平成9年4月1日までに生まれた人
　
　【建築】
　　昭和54年4月2日以降に生まれた人で、建築士
　　の資格を有する人（平成27年3月までに取得見込
　　みの人を含む）
　
　【保育士】
　　昭和54年4月2日から平成7年4月1日までに生ま
　　れた人で、保育士の資格を有する人（平成27年3
　　月までに取得見込みの人を含む）
　
　【管理栄養士】
　　昭和54年4月2日以降に生まれた人で、管理栄養
　　士の資格を有する人（平成27年3月までに取得見
　　込みの人を含む）
　※上記試験の合格者は、10月下旬～11月上旬
　　（予定）に第2次試験を実施します。

◇試験職種及び採用予定人数
　看護師・・・３人程度
　薬剤師・・・１人程度
◇受検資格
　【看護師】
　　昭和 44 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、看護
　　師の資格を有する人（平成 27 年 3 月までに取
　　得見込みの人を含む）
　【薬剤師】
　　昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、薬剤
　　師の資格を有する人（平成 27 年 3 月までに取
　　得見込みの人を含む）
　※上記試験の合格者は、10 月下旬（予定）に第
　　 2 次試験を実施します。

平成26年度小国外一ｹ町公立病院組合
職員採用試験案内

◇試験職種及び採用予定人数
　一般事務・・・２人程度
　消　防・・・１０人程度
◇受検資格
　【一般事務】　
　　高校卒業程度の人で、平成元年 4 月 2 日から平
　　成 9 年 4 月 1 日までに生まれた人
　【消　防】
　　高校卒業程度の人で、平成元年 4 月 2 日から平
　　成 9 年 4 月 1 日までに生まれた人
　※上記試験の合格者は、11 月（予定）に第 2 次
　　 試験を実施します。

平成26年度阿蘇広域行政事務組合
職員採用試験案内

職員採用試験共通事項

【受付期間】
　　7月28日（月）～8月15日（金）まで
　（土日を除く）
　　申込用紙は各事業所に用意しています。
 　　※阿蘇広域行政事務組合については、北部分   
　　　署にも申込用紙を用意しています。

【試験日】
　　第１次試験　9月21日（日）　午前8時30分から
　
【試験会場】
　　阿蘇市
　（熊本県立阿蘇中央高等学校（阿蘇校舎））
　　詳しくは、チラシ又は各事業所ホームページをご
　　覧ください。

問小国町役場　総務課　☎46-2111　
　　小国町役場ホームページ
　　  　http：//www.aso-oguni.com/

問阿蘇広域行政事務組合　☎24-5111
　　阿蘇広域行政事務組合ホームページ
　　　　http：//www.aso.ne.jp/~koiki/

問小国町外一ｹ町公立病院組合　☎46-3111
　　公立病院ホームページ
　　　　http：//www.ogunihp.or.jp/
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あみだ杉の館　　46-3310

開館時間：月曜～土曜10時から18時
休館日 ： 日曜　祝祭日

虚ろな十字架／東野圭吾
「死刑は無力だ」
娘を殺され、のちに別事件で妻も殺され
るという男の話。妻の知人である女性の
話から、物語は様々な人物の過去と絡み
合い進んでいく。死刑が全て解決するの
か、そんなことを考えさせられる一冊で
もある。

ライアー／大沢在昌
夫、息子と幸せな生活を送っていた
彼女には国の暗殺組織の工作員と
いう顔があった。感情を表にせず“仕
事”をこなす日々。しかし、夫が火災
事故で死亡する。殺されたかもしれ
ない。この日から主人公の愛を守る
ための戦いが始まった。

本着新 内案ご

「自分」の成長をあたたかく見守りましょう。

「イヤ！」「ダメ！」「ジブンデ！」は、大切な自我の芽生え
です。2 歳頃になると何を言っても「イヤ！」や「ダメ！」
を連発するのもこのころの特徴です。子どもには自分なり
のこだわりがあり、それもその子らしさの表れです。親の
側からみると扱いにくい反抗期ですが、自分で考えて選ぶ
力がついてきたともいえます。着替えさせようとすると「ジ
ブンデ！」と嫌がる。でもうまくいかないと怒ったり泣いた
り。それが朝の忙しい時間だと親の側もイライラしてしまう
事でしょう。そんな時は時間に余裕を持てるように早めに
支度にとりかかり、「自分でできた」という満足感が得られ
るような手伝い方を工夫してみてください。自分の気持ち
をわかってもらえたという体験が、思いを伝える力を育て、
それが人への思いやりの心にもなっていきます。共感して
もらえる経験が共感する心を育てます。

子育ちコーナー

しゃっくりがいこつ／マージェリー・
カイラー
がいこつは、朝起きるとしゃっくりが
止まらない。何をしても止まらない。
いろいろためしてみます。がいこつ
がしゃっくりするだけでも、おもしろ
い。一人でよむなら６さいくらいか
ら。

Ｓａｌａｄ　Ｃａｆｅの
とっておきサラダレシピ　
デパ地下などで人気のショップサラダか
ら、おかずにぴったりなサラダ、おつまみ
用サラダと、１４７品ものレシピを紹介。完
全手作りのドレッシングも盛りだくさん。
夏野菜を家庭でアレンジサラダにしてみ
ませんか。

子育て・教育

子育てカレンダー

 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点  　☎ 46-6656
 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720
 開発  開発センター

★自由遊び  カ    9：00 ～ 15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

7/17 （木）  7/18 （金）　7/22 （火）  7/23 （水）　
7/24 （木）  7/25 （金）   7/28 （月）  7/29 （火）  
7/30 （水）  7/31 （木）　8/  1 （金）  8/  4 （月）  
8/  5 （火）  8/  6 （水）   8/  7 （木）  8/11 （月）  
8/12 （火）  8/13 （水）   8/14 （木）  8/15 （金）

★ぽっけの日
7/20（日） 13：30 ～ 15：00 パラソル絵本『どろ
ぼう学校のうんどうかい』カンガルーの親子のご参加
をお持ちしています！
8/ 7 （木） 11：00 ～　ぬるゆ温泉　お湯あそび♪ 
ぬるゆ温泉ひろば集合（雨天時は中止します）

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル    
9：00 ～ 11：30　　7/27（日）　8/9（土）　

★なかよしくまさん  パラソル     10：00 ～ 12：00
7/31（木）親子で３B 体操
8/14（木）Smile Mam Mam（母親による自主活動）

★その他
7/17（木）18：45 ～北里保育園夕涼み会
　　　　　  カンガルーの親子もお越し下さい（参加無料）
7/18（金）  ママ主催　ほつとカフェ 13：30 ～カ 
7/20（日）  第 15 回児童館こどもまつり 13：30 ～
7/29（火）  10：00 ～ぬるゆ関宮祭見学カ 
8/  4（月）　絵本読み聞かせ 11：40 ～カ  
8/  6（水）　ブックスタート13：30 ～ 開発 



消防設備士試験のお知らせ
試験地　　　　  熊本市
願書受付期間　・書面申請　7月22日～7月31日
　　　　　　　・電子申請　7月19日～7月28日
試験日　　　　  第1回　9月7日
　　　　　　　  第2回　9月14日
試験種類　　　  甲種全類・乙種全類

問消防試験研究センター熊本県支部
　☎096-364-5005

　図書室では、今月より定期のおはなし会を始めま
す。ぜひ、お子さんといらしてください。ボランティ
アの方による楽しいおはなしなどを予定しています。
　◎日時　毎月第１、第３土曜日　10：30 ～ 11：00
　◎対象　第１土曜　乳幼児～小学校低学年
　　　　　第３土曜　小学生以上
　◎７～８月の日程　7/5（土）、19（土）、8/2（土）、8/16（土）
　◎場所　小国町図書室　絵本のへや
　◎事前申込　不要　　どなたでも参加できます。

問小国町図書室　☎ 46-3310

小国町図書室
定期おはなし会をはじめます

　小国町森林組合が開発依頼を行っていた、小国杉
100％で製造した合板「Layer」が、完成しました。
　緑の森林認証（SGEC）を取得した森とメーカーで
製造した信頼性の高い製品（JAS 規格）として、既
に町内外から問い合わせがあります。
　また、材料が国産材であるため、小国杉を使用し
た建築物への助成金事業や、木材利用ポイントの対
象となります。家づくりや建築の現場で、より小国杉
が使用してもらえるよう、今後も新製品の開発に努め
ていきます。
　詳細は、小国町森林組合までお問い合わせくださ
い。

問小国町森林組合　☎ 46-2411

小国杉100%使用　構造用合板
完成のお知らせ

　熊本県では、県民の皆様の節電を応援する「くま
もと県民節電所」サイトを開設しています。サイトに
登録すると、各家庭や事業所の節電量が自動的に集
計されます。県内の総節電量も一目でわかる仕組み
になっています。
みなさんの節電で、発電所に匹敵する電気量を創り
出すこともできます。みなさん、サイトを活用して賢
く節電しましょう。「くまもと県民節電所」で検索！

問小国町役場情報課　☎ 46-2113

くまもと県民節電所サイトを使って
節電をしましょう！

　肝臓は病気になってもなかなか自覚症状が現れな
いため、気づかないうちに悪化していることがありま
す。肝炎ウイルス検査を受けたことのない人は、必
ず一度は受けましょう。
保健所では、以下のとおりＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス
の無料検査を実施しています。
　◇ 7 月 28 日（月）、31 日（木）、8 月 1 日（金）
　午後 1 時～午後 5 時
　◇ 7 月 29 日（火）午前 9 時～ 12 時
　◇ 7 月 30 日（水）午後 1 時～午後７時
※必ず前日までに予約をお願いします。

問阿蘇保健所保健予防課　☎ 32-0535

「肝臓週間」における無料・匿名検査
の実施について

　9 月以降には、防衛大学校学生・高等工科学校生
徒等の募集も行われます。
詳細は、自衛隊熊本地方協力本部ホームページに掲
載していますのでご覧ください。
http://www.mod.go.jp/poc/kumamoto/

問自衛隊熊本地方協力本部　阿蘇地方事務所
　☎ 22-4575

募集要項 資格 受付期間

航 空 学 生 高卒（見込含）
21歳未満の人 8月1日～

　　9月9日
一般曹候 補生 18歳以上

27歳未満の人

自衛官候 補生 18歳以上
27歳未満の人

（男性）
年間を通じて

（女性）
　   8月1日～
　　　9月9日

平成26年度自衛官募集
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募集・お知らせ



7 16 815
文月 葉月

水 道 当 番 店

20 日

北里電業水道設備（有） ☎ 42-1009

大 塚 水 工 ☎ 46-2163

志 屋 水 道 ☎ 46-4625

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎ 46-2231

21 祝 （ 資 ） 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

27 日
伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎ 46-2240

3 日 （ 有 ） 財 津 総 業 ☎ 46-2819

キタ ザト 商 店 水 道 部 ☎ 46-6148

（ 有 ） 産　　　　 興 ☎ 46-2507

10 日 （ 有 ） 穴 井 住 設 ☎ 46-2331

宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

7

8

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　

問問消費生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　　7 / 15・ 22・29　　　8 / 5・12

木 　　7 / 17・ 24・31　　   8 / 7・14

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの

かた、債務問題でお悩みのかたは、気軽にご相談
ください。

※電話相談も受け付けています。

学 校 公 開 日
7/15 火 小国小・小国中　9：30 ～ 12：30

　税 務 告 知 板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

　今月の町税についてお知らせします。
◎固定資産税（第 2 期分）
◎納期限及び口座振替日：7 月 25 日（金）
税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願い
します。
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

社 協 告 知 板
　この度、次の方々からご寄付いただきましたの
で、お礼とともにお知らせ致します。
　○香典返しとして
　　下城杖立 長谷部譲治様
  故人　スヾヨ様
　黒渕神原西 佐藤　英子様
  故人　泰昭様
　下城湯鶴 伊東　次朗様
  故人　スガ様　
　宮原上𡈽田 小陣　壽子様
  故人　隆信様
　北里堀田 後藤　和也様
  故人　シヅエ様
　上田中河内 矢野 庸彦様
  故人　康幸様
　下城杖立 穴井　京子様
  故人　昭二様
　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社
会福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

寄附のお礼

　愛知県春日井市の穴見正巳様から、教育・文化振興
のために5万円、兵庫県伊丹市の長瀧谷藤子様（旧姓
宇都宮、北里出身）から福祉の充実のため、神奈川県相
模原市の是利岳史様、佐藤倹一様、佐々木孝史様、神奈
川県茅ケ崎市の土屋純一様、東京都の匿名希望の方か
ら5千円など匿名の10名の方々からご寄附をいただき
ました。
　ご厚意に感謝し厚くお礼申し上げますとともに、ご意
向に応えられるよう有意義に活用させていただきます。
ありがとうございました。
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元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

16 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

17 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

18 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

22 火 13：30 ～ 倉原公民館

23 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

24 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

25 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小学校

30 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

31 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

1 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

5 火 13：30 ～ 倉原公民館

6 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

16 水 巡回健診パラソル 8：00 ～ 11：00
※事前予約必要

17 木 巡回健診パラソル8：00～11：00　※事前予約必要

18 金 巡回健診パラソル 8：00 ～ 11：00
※事前予約必要　小中学校１学期終業式

19 土
巡回健診パラソル 8：00 ～ 11：00
※事前予約必要　美術教室美術コース型染め教室
13：00 ～ 16：00 坂本善三美術館

20 日

巡回健診 旧下城小学校 8：30 ～ 11：00
※事前予約必要
第 15 回児童館こどもまつりパラソル
13：30 ～ 15：00

21 月

巡回健診 旧蓬莱小学校 8：30 ～ 11：00
※事前予約必要
美術教室美術コース型染め教室
13：00 ～ 16：00 坂本善三美術館
パラソル休館日

22 火 心配ごと相談パラソル 10：00 ～ 11：30

23 水

24 木

25 金 すこやか育児相談開発 10：00 ～ 12：00

26 土 美術教室ファミリーコース
10：00 ～ 12：00（坂本善三美術館）

27 日

28 月

29 火

30 水 1 歳 6 か月児健診開発受付時間：13：00 ～ 13：15

31 木

1 金 年金相談開発 405 号室 10：00 ～ 15：00
【予約制 ℡ .096（367）2503】

2 土

3 日 パラソル休館日

4 月 心配ごと相談パラソル 10：00 ～ 11：30

5 火 小国家畜市場

6 水 3 ～ 4 か月児健診・6 ～ 7 か月児健診開発受付
時間：13：00 ～ 13：15

7 木

8 金

9 土 美術教室手作りコース
13：00 ～ 16：00 坂本善三美術館

10 日

11 月 行政相談パラソル 10：00 ～ 12：00

12 火

13 水

14 木

15 金 全日本中学生ホッケー選手権大会
開会式　（小国ドーム　16：30～）　　

休日在宅医
7/20 ～
　8/10 小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

7/20 眼 科　 古 嶋 医 院 ☎ 34-0008

7/21 家 入 整 形 外 科 ☎ 32-0048

7/27 古 閑 医 院 ☎ 22-3000

8/3 大 阿 蘇 病 院 ☎ 22-2111

8/10 問 端 内 科 ☎ 32-0102

17

おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  開発  開発センター

8

7

7

8

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成 26 年 6 月 1 日現在（前月比）

総人口　7,805 人　（+2）

男　性　3,705 人　（-9）

女　性　4,100 人　（+11）

世帯数　3,115 人　（+18）

　　宮原祇園社は、小国両神社の境内
　（向かって右側）に祀られており、7
　月23日～25日に宮原町内会主催で行
　われる宮原祇園社の夏祭りで獅子舞
　が奉納されます。
【獅子舞の構成】
　■雄雌の二人立ちの獅二頭
　○ 雄獅子：黒の獅子頭・緑の胴幕
　○ 雌獅子：朱の獅子頭・茶の胴幕頭

を大人が、尻を子どもが努めるた
め、前が背が高く後ろが低くなり他
の獅子と比べて美しいと言われて
います。

　■獅子子囃子：太鼓と笛
　　 囃子は編笠、ハッピ、たきつけで

全員紙緒の藁草履を履きます。
【獅子舞の段】※段とは、舞う数のこと

　 　以前は、十二段ありましたが、現在
は「かけ」「きりん」「らん」などの八
段が残っています。唐団扇やアオキ
を紅白の造花で飾った牡丹を使用す
る曲目もあります。

【祇園祭での獅子舞スケジュール】
　■7月23日
　 　夜7時半頃、 社を出発する前に祇園

社の前で舞います。この時は、今伝
わっている舞い八段全てを行います。

　■7月24日
　 　町内の家々を廻り獅子の頭に付け

た御幣を息災招福のお守りとして1本
づつ配ります。これを門入れと言いま
す。

　 　夕方4時頃、御宮でお祭りが始まり

3段が舞われます。ご神霊が御輿に移
されると御仮屋までのみこし行列で
は、先導・先払いを務めます。御仮屋
では5段が舞われます。

■7月25日
　 　町内の家々を廻る門入れを行いま

す。夕方4時半に御仮屋で3段舞った
後、還御のみこし行列で先導を勤め、
社に帰ると八段が舞われます。

 

　この美しく優雅な獅子舞は、昭和55
年10月22日に町の文化財に指定され、
宮原の住民で構成される宮原獅子舞保
存会の皆さんによって大人から子ども
へと受け継がれています。
これまで、伊勢神宮御遷宮や京都八坂
神社に奉納したこともあり、平成25年の
第62回伊勢神宮式年遷宮の際の奉祝
行事でも奉納しました。
昔は「祇園社の獅子舞が出ないと夕立
があがらない」と言われていたそうで、
このお祭りが終ると小国の夏も本番と
なります。

星の空

　この写真がゆうステーションとわか

りますか？これは、おぐにフォトコン

テスト入賞作品です。タイトルは、「星

空のゆうステーション」。　夏本番を迎

え、夕立が通り過ぎ、空気が澄みわた

るとき、夏の夜空が煌びやかに映りま

す。

　山の方（草原）へ車で向かい、エン

ジンとライトを消し、そっと上を見あ

げれば・・・

　草原の爽やかな風とキレイすぎる夜

空が歓迎してくれます。

　鍋ｹ滝ライトアップからホタルの光、

そして夏の夜空。

小国の夜を、他の地域にはない四季折々

のいろんな「光」で楽しんではいかが

でしょうか。

　毎年 7月第 1日曜日は、阿蘇郡

民体育祭が行われます。私も野球

で今年もエントリー。

　かれこれ 30年ほど野球をしてい

ますが、未だにプロからのオファー

がありません。

　中学時代は、多少自信があった

のでプロになる夢がありましたが、

現実は、プロになるであろう年頃

はサウナでアルバイト。

　プロからフロヘ異例の転身をし

てしまいました。トホホ。　

（タカツナ）

季節の写真

小
国
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://aso-oguni.com

/
発
行
／
小
国
町
役
場
　
編
集
／
小
国
町
総
務
課
　
〒
869-2592　

熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町
宮
原
1567-1　

 ☎
 0967-46-2111（

代
表
）　
FAX
.0967-46-2368

広
報
お
ぐ
に

N
o.464

小国のお宝⑤

文化財保護法で定義される「民俗文化財」には、「無形民俗
文化財」「有形民俗文化財」の二つがあります。今回は、小
国町指定の「無形民俗文化財」の一つをご紹介します。

町指定無形民俗文化財　宮原祇園社獅子舞

昭和 55 年 10 月 22 日指定

編  集  後  記

「無形民俗文化財」とは？

風俗習慣（正月行事・盆行事等）・
民 俗 芸能 （田楽・獅子舞・盆 踊
り等）・民 俗 技 術など、人々が日
常生活の中で生み出し継承してき
たもののことです。また、「有形民
俗文化財」とは、風俗習慣・民 俗
芸 能・民 俗 技 術 に用いられる 衣
服・器 具・舞 台などのことです。


